
士
重
田
事
犬
用
ニ
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一
円
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第
三
種
田
世
相
認
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長
月
-
国
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a
唱きさ
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戸
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新
園
民
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義
の
立
場
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:
:
;
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;
・
・
:
:
経
済
事
博
士
石
川
興
二

農
村
負
債
整
理
問
題
・

:
j
a
-
-

・
:
・
纏
済
事
博
士
八
木
芳
之
助

叢

士
官
四
柑

u

ch加
、
泊
三
川
リ
仰
二
』
壬
』
広
町
J

布
。
司
川
1

・

川
H
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M
r
f
l〈
Z
J
F
メ王

U
d
E
Z日ー

2
3ー
ト
話
ヨ
ヨ

K
出

1

J

1

4

d

F

E

E

-

r

i

v

-

-

ノ
M
t上

日

吉

彦

日
印
協
定
の
改
訂
問
題
・
:
・
・
-
経
済
事
博
土
谷

印

刷

由

九

マ
ー
シ
ャ
ル
地
代
論
誠
一
考
察
:
:
・
-
短
冊
目
事
士
山
岡
亮
一

濁
占
に
つ
い
て
-
-
-
-
:
・

-
j
i
t
-
-
-
j
i
-
-
経
済
事
士
青
山
秀
夫

ヒ
ル
デ
ブ
ラ

γ
ト
何
時
園
民
経
済
皐
の
課
題
:
:
:
経
済
同
事
士
白
杉
庄
一
郎

明

-

硯

件

阿

川

虞
島
勝
駒
場
同
将
来
の
産
業
政
策
:
・
・
経
済
事
士
安
田
元

剛

剛

鵠

帥

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

七



ヒ

F
J
ア
、
ア
ラ

ン

ト
に
於
げ
る
園
民
経
済
事
の
課
題

(
下
)

白

杉

庄

良f~

内
容

一
序
。
『
現
在
並
に
将
来
の
岡
民
経
済
事
』
に
就
て

I
!
?ス
並
に
そ
の
皐
汲
、
二
千
二
国
主
に
劃
す
る
反
動
、

m
i
1ラ
1、
問

H

ス
ト
、

ω一
一
此
曾
主
義
、
三
プ
ル

l
ド
ン
の
凶
民
経
済
事
。
契
約
。
四
寸
閥
民
制
限
済
墜
の
現
在
の
課
題
』
に
就
て
「
自
然
法
則
」
の
批
列
、
そ

れ
に
闘
す
昌
諸
悪
設
の
吟
味
(
以
上
前
蹴
以
干
本
披
)
.
五
「
諸
同
氏
四
絞
済
的
溌
展
法
則
叩
皐
」
』
し
で
の
制
民
粧
済
接
の
規
定
。
そ
府
方

法
。
崎
ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
説
白
隠
史
的
窓
義
。
そ
の
批
判
刈

l
l山
人
問
視
的
慕
礎
、
間
批
曾
湖
的
基
礎
、
情
的
認
識
論
的
基
礎
。
川
結
論
。

:1::1.， 

ヒ

Y
J
ア
プ
ラ
ン
ト
は
、
人
間
の
経
沸
行
魚
や
そ
れ
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
制
約
さ
れ
る
経
掛
紋
態
が
盲
目
的
偶
然

に
委
さ
れ
た
恋
意
的
な
色
の
で
は
な
い
と
し
て
、
先
Ar
経
掛
行
局
珂
が
一
切
の
意
志
行
潟
と
同
じ
く
法
則
的
過
程
に

よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
と
み
る
つ
そ
の
際
彼
は
へ
U
Y

バ
戸
ト
の
心
理
皐
か
ら
影
響
金
受
け
て
ゐ
る
Q

言
ふ
所
は
凡
ぞ

、
、
、
、
、

か
う
で
あ
る
。
心
理
的
過
程
⑪
法
則
性
と
物
理
的
過
程
の
法
則
性
は
会
〈
異
名
。
而
も
前
米
が
専
ら
人
間
意
識
の

、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、

内
で
そ
し
て
人
間
意
識
を
通
じ
て
行
は
れ
る
と
い
ふ
こ
と
、
加
之
、
前
者
に
於
て
は
倫
理
的
理
念
が
働
き
従
っ
て
個

人
は
そ
の
行
魚
に
劃
し
て
倫
理
的
責
任
を
も
っ
と
い
ふ
こ
と
、

に
よ
っ
て
異
る
。
物
理
的
過
程
に
於
て
は
原
因
は

強
力
的
に
結
果
を
惹
起
す
る
。
然
る
に
人
間
精
神
が
外
か
ら
受
取
る
刺
戟
は
、
人
間
の
意
識
の
内
で
以
前
の
内
的

外
的
瞳
験
か
ら
集
積
さ
れ
た
多
〈
の
表
象
・
概
念
・
倫
理
的
原
則
等
を
見
出
す
、

こ
れ
ら
の
も
の
が
一
切
の
意
志
行

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
闘
民
経
済
事
の
課
題

第
四
寸
一
ニ
巻

五
八
九

第
四
抗

七



ヒ
ル
ヂ
プ
ラ
ン
ト
に
於
げ
る
附
民
経
済
且
干
の
課
題

第
四
十
三
谷

五
九
O

第
四
披

ノ¥.

局
に
決
定
を
興
へ
、
そ
れ
ら
が
自
覚
的
に
協
働
す
る
と
い
ふ
所
に
行
局
の
自
由
と
責
任
の
落
礎
が
見
出
さ
れ
る
と
じ

か
〈
の
如
く
彼
は
極
構
行
潟
eT
意
士
山
行
為
と
考
へ
、
意
士
山
行
第
一
般
に
於
け
る
と
同
じ
く
ぞ
れ
に
心
理
準
的
法
則

が
支
配
す
る
と
み
る
。

所
で
、
伎
は
さ
き
に
外
的
自
然
に
支
配
す
る
自
然
法
則
を
認
め
た
が
、
今
そ
れ
を
想
起
し
て
心
理
問
中
的
法
則
と

結
合
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
二
法
則
の
相
互
作
用
か
ら
人
間
の
軽
糟
含
導
い
て
来
る
。

日
〈
。
「
人
間
の
軽
持
、
印

ら
人
間
枇
曾
が
自
然
力

J
f
f
の
生
存
目
的
に
肌
せ
し
め
ん
mm川
の
行
局
の
公
開
は
必
然
的
い
自
然
法
則
並
い
心
型
車

的
法
則
の
産
物
で
あ
る
、
」
左
。
然
し
こ
の
産
物
は
全
く
新
し
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
か
の
二
法
則
と
は
全

く
異
っ
た
特
殊
の
生
命
原
理
が
内
在
す
る
と
さ
れ
る
。
と
い
ふ
の
は
か
の
三
法
則
は
自
然
と
人
間
生
活
が
品
償
還
す

る
に
も
拘
ら
や
恒
久
不
鐘
で
あ
る
。
例
へ
ば
動
植
物
は
数
千
年
前
と
同
じ
自
然
法
則
に
従
ふ
。
思
惟
法
則
で
き
へ

プ
ラ
ト
ン
や
ア
ソ
ス
ト
ア
レ
ス
の
時
代
と
鑓
り
は
な
い
。
然
る
に
そ
れ
ら
の
産
物
た
お
人
間
の
粧
掛
は
務
還
し
而

も
よ
り
高
い
段
階
に
殺
展
す
る
か
ら
で
め
る
c

而
し
て
被
は
人
類
の
経
済
生
活
が
、
他
の
精
神
生
活
と
同
じ
く
、

大
躍
に
於
て
盆
冷
高
〈
接
展
す
る
の
は
「
人
間
精
神
の
創
造
力
と
自
由
」
の
賜
物
で
あ
る
と
考
へ
る
。
そ
し
て
、
「
人

問
精
柿
の
創
造
力
と
自
由
は
心
理
事
的
法
則
の
内
で
設
展
す
る
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
ぞ
れ
に
よ
っ
て
我
ム
干
の
精
神

生
活
の
法
則
性
(
の
叩
山
内
定
5
5丸
事
町
一
円
己
5
2
3
p
z一回一号
2
凶
)
は
無
自
覚
的
自
然
の
物
理
皐
的
法
則
性
か
ら
匝
別

3
れ
る
、
」
と
述
べ
て
ゐ
る
。

か
く
て
ヒ

Y

デ
プ
ラ
ン
ト
は
、
人
間
の
経
済
生
活
を
法
則
的
に
接
展
す
る
精
神
生
活

の
一
部
門
・
一
の
文
化
域
と
考
て
そ
の
法
則
を
外
的
自
然
怯
則
及
び
心
理
畢
的
法
則
か
ら
一
地
刑
さ
れ
た
第
三
の

lJ比 gegenwaJrtigeAufgabe der Nationa.lokonomie， Jalubucher れirNat.~Uk. u 
おtal.Hd. J， I863. S. 142-43 



精
神
生
活
に
於
げ
る
法
則
印
ち
毅
展
法
則
正
考
へ
る
。

因
に
こ
〉
で
彼
は
精
神
生
活
却
も
文
化
の
世
界
一
般
と
外
的
世
界
と
の
匡
別
に
論
及
し
て
ゐ
る
。
彼
は
自
然
法

則
が
支
配
す
る
の
が
無
自
畳
的
世
界
で
あ
り
、
接
展
法
則
が
支
配
す
る
の
が
文
化
の
世
界
で
あ
る
と
考
へ
る
も
の

、
〉
如
〈
で
あ
る
。

日
〈
O

「
無
自
費
的
世
界
は
永
遠
不
器
使
の
自
然
法
則
に
従
っ
て
循
環
運
動
を
な
す
、
成
程
ぞ
れ
は

現
象
の
接
濯
を
知
る
が
、
何
ら
類
の
完
成
(
ぐ
2
・5-一
ぎ
ヨ
ヨ
コ
Z
ロ
山
内
己

q
F
2
5
-
m
)
帥
ち
文
化
を
知
ら
な
い
。
然
る

に
精
神
的
な
人
類
は
進
歩
す
る
所
の
・
い
よ
/
¥
新
し
き
・
人
間
精
神
そ
の
も
の
〉
活
動
及
び
自
由
か
ら
生
成
寸

る
ム
酬
の
毅
展
と
完
成
即
ち
文
化
を
平
交
す
る

J
L
。
刷
し
て
類
の
乱
開
隠
印
ち
文
化
は
個
人
珍
味
介
と
す
る
。
「
個

‘
十
ホ
ド
兄

¥
)
F
L
ヒ

-
E
)
!
?
E
ム
止
-
一
ト
え
〕

-Ipjv:
副

川

ノ

'
1

Y
じ
主

G
d“
a
u
Z
M
μ
1
l
主
U
干

T
I
B
-
-
出
川
つ
土
寸
ト
に
こ
良
一
匹
札
口

J
r
z
ι
:
I
1
J日
L

事
抗
予
ハ
L
h
z
丈
れ

ノイ

l
f
u
E
4
j
I，
ま
じ

E
E
l
t
i
e
d
-

イ
r
市

ル

n

q

J

1

6

の
産
物
で
あ
る
の
み
な
ら
や
、
ま
た
新
文
化
の
創
造
者
・
歴
史
の
創
造
者
で
色
あ
る
」
。
|
|
次
い
で
彼
は
科
皐
に

も
自
然
と
文
化
と
の
直
別
を
み
る
。
「
自
然
科
皐
は
無
自
受
的
貿
在
の
内
に
支
配
す
る
法
則
を
、
白
然
生
活
の
内
に

永
遠
な
る
も
の
を
探
究
す
る
。
反
之
、
人
間
文
化
の
科
皐
は
人
類
の
白
受
的
生
活
の
内
に
進
歩
を
、
人
間
の
種
化

や
経
験
の
内
に
人
類
の
完
成
を
探
究
す
る
、
」
左
。
か
く
の
知
く
彼
に
於
て
は
科
皐
ほ
自
然
科
墜
と
文
化
科
翠
と
に

分
れ
、
前
者
は
自
然
法
則
を
後
者
は
毅
展
法
則
を
研
究
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

而
し
て
彼
に
よ
れ
ば
岡
民
経
糟
皐
炉
支
化
科
準
に
属
す
忍
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
蓋
し
そ
の
封
象
た
右
岡
民
経

持
は
上
述
の
如
〈
文
化
の
世
界
に
属
し
時
代
左
共
に
層
今
殺
展
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
而
も
、
「
一
時
代
一
因

民
の
経
済
状
態
は
聴
て
そ
れ
に
個
有
の
債
値
叉
は
反
債
値
の
標
準
を
自
分
自
身
の
内
に
も
っ
て
ゐ
る
」
o
ヒ

Y
デ
プ

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
図
民
経
済
事
由
課
題

第
四
十
三
巻

E 
:JL 

地
取
凶
披

大必

Ibidem， S. '43-44・
Ibidem， S. 145 

2) 
3) 



ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
闘
民
総
噛
倒
壊
の
課
題

第
四
十
一
一
一
巻

'b: 
;!L 

第
四
腕

J1q 

O 

-
フ
シ
ト
は
書
い
て
ゐ
る
。
「
園
民
経
梼
撃
は
動
物
的
有
機
臆
の
生
理
皐
又
は
そ
の
他
の
部
門
の
自
然
科
阜
の
如
〈
白

然
法
則
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な
〈
て
、

叉
そ
れ
は
多
様
な
る
経
掛
現
象
の
内
に
費
化
な
く

E
こ
で
も
同
じ
で
あ

る
所
の
法
則
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
く
て
、
岡
氏
経
神
的
経
験
の
聾
還
の
内
に
進
歩
を
、
人
類

の
経
済
生
活
の
内
に
人
類
の
完
成
を
詮
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
諸
岡
氏
並
に
会
人
類
の
一
段
冷
々
と
な
さ
れ
る

岡
氏
粧
掛
の
殺
展
過
程
を
研
究
し
、
こ
の
方
誌
で
現
在
の
粧
掛
的
文
化
の
基
礎
と
構
造
並
に
そ
の
解
決
が
担
代
の

研
究
に
柏
崎
お
れ
寸
ゐ
る
所
の
課
題
そ
認
識
す
忍
こ
と
、
そ
れ
が
岡
氏
紅
掛
叩
却
の
課
題
で
あ
る
よ
ー
ャ

要
す
る
に
ヒ

Y
一
ア
プ
ラ
'
y

ト
に
於
て
は
岡
氏
縦
横
間
四
十
は
文
化
科
阜
で
あ
h
，
、
而
も
岡
氏
艇
棋
の
一
桜
展
訟
則
ぞ
研

究
す
る
こ
と
を
そ
の
課
題
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
の
課
題
は
如
何
に
し
て
解
か
れ
得
る
か
。
換
言

す
れ
ば
彼
の
岡
民
経
済
摩
の
方
法
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
彼
は
そ
の
詳
細
密
『
現
在
並
に
将
来
の
園
民
鰹

、.、、
F

掛
島
一
'
』
第
二
審
に
約
束
し
た
が
果
さ
な
か
っ
た
。
然
し
第
一
巻
に
も
歴
史
的
研
究
・
そ
の
た
め
の
歴
史
的
方
法
の
必

要
を
繰
返
へ
し
て
ゐ
る
し
、
前
掲
論
文
に
も
困
民
経
神
的
歴
史
研
究
の
必
要
に
つ
い
て
二
両
し
て
ゐ
る
。
更
に
彼

は
『
年
報
」
第
一
巻
序
言
に
彼
の
岡
民
経
梼
皐
の
課
題
と
す
る
所
を
要
約
し
、
そ
の
方
法
に
言
及
し
て
日
く
。

「
私
の
確
信
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
諸
岡
民
の
経
済
は
、
そ
の
言
語
・
支
愚
・
法
律
並
に
糞
術
と
全
〈
同
亡
く
、
文
明
の
一
部
円
で
あ
る
。
そ
れ
は
成
程
こ

れ
ら
文
明
の
他
の
部
門
と
同

C
〈
一
定
の
自
然
法
則
的
限
界
町
内
で
運
動
す
る
が
、
然
し
こ
の
限
界
内
に
於
て
は
人
間
精
神
の
自
由
と
活
動
と
の
一
産

物
で
あ
る
。
だ
か
ら
闘
民
経
済
皐
は
自
然
科
事
と
同
ピ
〈
時
聞
と
空
間
と
に
於
け
る
一
切
の
蹴
係
に
劃
し
で
同
一
の
法
則
を
掲
げ
、
一
切
を
阿
一
の
尺

度
で
測
定
す
る
所
の
抽
象
的
科
壊
で
は
決
し
て
な
〈
て
、
そ
れ
は
諮
問
民
並
に
全
人
類
の
段
階
的
な
る
雌
史
的
資
展
過
程
を
研
究
し
、
斯
様
に
し
て
現

代
の
研
究
が
祉
曾
的
愛
展
の
鍵
に
附
加
す
べ
き
壌
を
認
識
す
る
と
い
ふ
課
題
を
も
っ
、
政
治
的
並
に
法
律
的
諸
後
展
の
庭
先
と
の
聯
聞
に
於
け
る
凶
民

総
済
的
文
化
史

(ZEE-
。E
g
g
-
r
o
間
三
宮
町
田
容
の

Z
n
Zと
と
統
計
画
牢
(
出

E
Zさ
と
は
そ
の
上
に
岡
民
経
済
撃
の
盛
大
な
る
槍
築
が
可
能
で
あ
る

Ibidem， S. 145-46 
Ibidem， S. 146 
4) 
5) 



t 
，思
tま
れ
る

月庁。
唯

の

基
礎
で
あ
るの)
'-0 

ヒ
〆
デ
プ
ラ
ン
ト
が
岡
民
経
神
風
一
a

の
基
礎
と
す
る
の
は
時
史
と
統
計
準
と
で
あ
忍
。

従
っ
て
歴

由
日
疋
観
之
、

史
的
統
計
的
な
る
寅
誼
的
方
法
が
軍
重
さ
れ
る
。
寅
際
彼
が
『
現
在
並
に
将
来
の
園
民
経
漕
皐
』
に
於
て
諸
瞳
系
の

批
判
を
な
す
に
嘗
っ
て
採
っ
て
ゐ
る
方
法
の
特
色
は
こ
冶
に
あ
る
。
殊
に
『
統
計
皐
の
科
皐
的
課
題
』
と
い
ふ
論
文

で
は
岡
民
盤
樺
皐
の
方
法
と
し
て
統
計
的
方
法
を
重
要
視
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
闘
民
経
済
撃
は
抽
象
的
思
耕
の
一

面
的
抽
象
性
を
蒐
れ
得
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。
叉
『
岡
民
軽
油
開
周
干
並
に
統
計
準
年
報
』
の
刊
行
と
い
び
、
統
許
的
研
究

に
よ
る
持
作
の
多
い
こ
じ
等
は
、
彼
が
同
町
史
的
方
訟
L
」
性
ん
で
統
計
的
方
法
を
重
脱
し
た
こ

E
を
物
調
る
も
の
下

υ3 

!¥ 
ノ。

、
、
、
、
、
.

向
絡
に
注
意
す
べ
き
は
彼
炉
歴
史
的
統
計
的
研
究
と
並
ん
で
貫
践
的
研
究
を
否
定
し
な
か
っ
た
姑
で
あ
る
。
彼

は
最
初
か
ら
寅
践
問
題
殊
に
一
耽
合
同
問
題
に
深
い
閥
心
を
寄
せ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
寅
践
的
態
度
は
方
法
論

グ
、
シ
シ
ヌ
J

ク
ス
ロ
ジ
ヒ
カ
イ
ト

に
も
貫
か
れ
て
ゐ
る
。
き
さ
に
引
用
し
た
『
年
報
』
第
一
巻
の
序
言
に
回
〈
。
「
謄
史
は
無
定
見
の
口
寅
に
な

っ
た
り
、
筆
者
が
賃
践
的
事
貨
問
題
を
廻
避
す
る
こ
と
に
導
い
た
り
し
て
は
な
ら
ぬ
。
現
在
の
理
解
は
過
去
の
理

解
と
最
色
生
ι
干
し
た
相
互
作
用
の
闘
係
に
あ
る
、
自
分
自
身
の
生
活
諸
懐
件
と
生
の
諸
課
題
が
分
っ
て
ゐ
な
い
人

に
は
歴
史
の
正
し
い
理
解
色
ま
た
換
け
て
ゐ
る
よ
と
。
こ
れ
は
確
か
に
安
易
な
歴
史
主
義
者
に
封
す
る
頂
門
の
一

針
で
は
あ
る
。
そ
し
て
こ
〉
に
我
冷
は
ロ
ッ
ジ
ャ
ー
か
ら
の
一
歩
前
進
が
ゐ
る
や
う
に
思
ふ
。
然
し
ヒ
U
Y

デ
プ
ラ

シ
ト
が
そ
の
方
法
論
を
組
織
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
歴
史
皐
祝
建
設
者
の
一
人
と
し
て
ロ
ツ

ヒ
ル
ヂ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
周
民
経
済
事
の
課
題

第
四
十
三
容

四

五
九

崎
市
四
披

]ahrbucher， Bd. 1， [81'3， Vo開 ort，S. :3・
Die wissenschaftliche Aufgabe der Statistik， J:~，h.rbüch.er VI， 1866， S. 1-11. 
StatistIsche Mitteillung; uber d阻 voJk，.wiJ:tsch"ftlichenZllstande Kurhe日ens，
Ber1in 1853;' Beitrage zur Strtistik des K<Jntons Bern， Bd. 1， 1. H丑lfte~ Bern 
1860; Statbtik Thuringens， MitteiluD~~ des叫bLtistischen Bure:lns Vereinigter 
Thuringi:scher St~aten， 2 Bde， Jena 18157-..68. 
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ビ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
岡
民
絞
済
事
。
課
題

四

第
四
十
三
巻

五
九
四

第
四
披

ジ
ャ
ー
や
グ
ニ

1
ス
に
比
し
不
充
分
で
あ
っ
た
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

圃晶.，、

以
上
我
冷
は
ヒ
Y
J
7
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
岡
氏
粧
梼
墜
の
哲
皐
的
基
礎
付
を
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
が
圃
民
経

稗
墜
の
課
題
を
規
定
し
て
「
諸
岡
氏
の
経
済
的
接
展
法
則
の
皐
」
と
す
る
の
努
み
に
。
以
下
我
々
は
ヒ

Y
デ
プ
ラ
ン

ト
の
主
張
の
謄
史
的
世
合
的
基
礎
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
歴
史
的
世
曾
的
意
義
を
理
解
し
、
準
ん
で

出
舵
・
史
的
枇
命
的
基
礎
に
印
し
て
そ
の
限
界
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

先
争
そ
の
歴
史
的
世
命
日
的
基
礎
に
つ
い
て
一
五
へ
ば
、

ヒ
Y
J
7
プ
ラ
ン
ト
F

一
八
一
二
i
l
L
t

八
ー
が
皐
者
的
活
動
を
な

し
て
ゐ
に
一
八
四

0
年
代
か
ら
一
八
七

υ年
代
に
至
る
時
代
は
ド
イ
ツ
に
於
て
は
ま
き
に
近
代
市
民
枇
舎
の
完
成

期
邸
ち
産
業
革
命
の
時
代
で
め
っ
た
。
近
代
市
民
枇
舎
は
統
一
園
家
の
確
立
を
そ
の
前
提
と
す
る
が
、

ド
イ
ツ
に

於
て
は
封
建
的
勢
力
強
固
に
し
て
近
世
的
圃
家
統
一
遅
れ
、

近
代
市
民
枇
舎
の
完
成
期
・
産
業
革
命
の
時
代
は
同

時
に
そ
の
前
提
た
る
岡
家
統
一
の
時
代
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
産
業
革
命
の
み
な
ら
や
ぞ
の
前
提
た
る
闘

、
、
、
、
.
、

家
統
一
の
遅
れ
た
と
い
ふ
こ
と
が
こ
の
時
代
の
ド
イ
ツ
を
特
色
づ
け
る
。
す
な
は
ち
、
封
内
的
に
は
、

一
方
に
於

て
封
建
的
諸
闘
係
伝
情
捕
し
て
市
民
枇
舎
的
諸
闘
係
を
制
定
す
る
と
同
時
仁
、
而
も
他
方
に
於
て
は
市
民
革
命
じ

、.、.、.、.

随
伴
し
て
撞
顕
し
た
所
の
柑
労
働
者
階
級
の
運
動
ぞ
抑
一
座
し
て
産
業
革
命
を
強
行
す
る
七
め
に
、
ぞ
し
て
劃
外
的
に

は
営
時
既
に
近
代
市
民
枇
合
を
完
成
し
先
謹
査
本
主
義
固
と
し
て
ド
イ
ツ
営
陣
迫
し
て
ゐ
に
所
の
イ
ギ
リ
?
ァ

ヌ
ン
ス
等
に
劃
抗
す
る
た
め
に
、
奮
園
家
植
力
に
よ
る
市
民
枇
命
日
化
の
促
進
及
び
そ
の
た
め
の
近
世
的
岡
家
統
一

Lifschitzは Hildehrandが枇曾政策と方法論2事結合否iWJ"Jし、その精市'1'で
自然法則を否定するとしー亡、方法論に於け品質践的態度。貰徹を非難する
(Die hi邑torischeSchule der ¥Virbcna仕SWIssen日 h肝 t.Berlin 1914. S. 122， 129) 
J ahrbucher， Bd. 1， 1863， S. 3. 
かつて述ベた如〈、 Rosch.er，古賀陵的研究を副1.l~ した、捌前『口三ノヤーの/1;"
史的方法」粧情論叢第四O径三第一腕。
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が
A

誌
が
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
七
。
蓋
し
こ
れ
は
ド
イ
ヲ
園
民
枇
舎
の
義
展
に
土
っ
て
必
須
の
進
行
で
あ
っ
た
の
で

あ
り
、
而
し
て
こ
れ
が
所
謂
嘗
歴
史
皐
探
の
廃
史
的
批
命
日
的
基
礎
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
奮
歴
史
皐
抵
は
こ
の
時

内
に
到
し
で
も
外
に
劃
し
て
も
聞

民
意
識
を
振
起
統
一
寸
る
こ
と
に
努
め
に
。
卸
ち
そ
れ
は
一
面
英
聞
流
の
個
人
ム
PAr--高
民
主
幹
に
封
し
、
他
面

枇
合
主
義
に
劃
し
て
反
掛
し
、
一
種
の
閤
民
主
義
に
立
っ
た
。

代
的
要
求
に
膿
や
る
た
め
に
岡
家
・
岡
民
性
・
歴
史
的
惇
統
等
々
を
強
調
し
て
、

そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
奮
歴
史
皐
仮
は
嘗
時
の
ド

イ
ヅ
の
要
求
た
る
近
代
市
民
枇
命
日
・
資
本
主
義
祉
舎
の
成
立
設
展
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

る
最
'b
よ
き
例
認
を
我
々
は
出
席
由
民
感
服
感
没
者
の
一
人
ト
一
る
巳
V

J
ア
プ
フ
ジ
ト
に
於
て
見
出
す
U
か、

2
0理
解
に
劃
す

般
は
山
貝
際
的
に

は
或
は
プ
Y
J
V

ヨ
ア
ジ
!
の
闘
士
と
し
て
議
舎
に
闘
ひ
、
或
は
自
ら
錨
道
銀
行
等
の
開
設
ド
蛍
円
一
て
産
業
軍
命
促

計準
局の
の一
車恵 1~ 
識を
左買
もひ

EE4 
4 問
、， 止二
;は
j 歴
ヅ
史の
歴皐
史 i民
的の
閏傾
向

民
主ナ
超一

遍芝
の岨
め

号変

界面

争塁
ぞ事
指うll'..
準い

""統
立計
1A 6自

型手
品芭
じを?
?こ倉IJ
の刊
でし
あ或
る1ヨdま
。統

向
是
観
之
、

近
代
市
民
枇
舎
の
成
立
義
展
に
勢
す
る
寄
奥
'
E
い
ふ
所
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

ヒ
M

Y

J

ア
プ
ラ
ン
ト
の
主
張
の
歴
史
的
祉
人
留
目
的
意
義
ほ
、
彼
炉
生
涯
舎
か
け
て
弼
行
し
た
所
の
ド
イ
ツ

ヒ
U
F

デ
プ
ラ
ン
ト
の
功
績
は
大
で
あ
っ
た
。
然
し
な
が
ら
、
彼
の
固
民
経
済
皐
は
、
営
時
の
ド
イ
ツ
の
要
求
じ

牒
ぜ
ん
と
し
叉
膿
じ
符
た
も
の
で
あ
っ
た
Y
け
に
、
ぞ
れ

rけ
歴
史
的
枇
命
日
的
限
界
中
佐
色
つ
。
す
な
は
ち
、
我
か

、

、

、

、

、

、

、

、

、

.

、

、

、

.

は
彼
の
立
場
を
一
種
の
岡
民
主
義
む
と
言
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
如
何
な
る
鈷
に
限
界
を
も
ち
現
代
の
園
民

、

.

、

.

、

、

，

，

主
義
と
直
別
き
れ
る
か
。
我
't
の
批
判
は
こ
の
鮪
に
中
心
す
る
。
ぞ
の
た
め
我
L
r

は
以
下
園
民
経
済
皐
の
↑
人
間

一
四
三

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
闘
民
経
済
撃
の
課
題

百
九
十
九

第
四
旋

第
四
十
三
谷

J. Conrad， BrUDO IIildebrand， Jahrbucher fi..i.r Nat.-Ok. 1I. Sbt.:Rd. XXX， S. Iff . 
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ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
闘
民
組
済
撃
の
課
題

視
的
基
礎
、
コ
枇
命
日
一
観
的
基
礎
、
日
歴
史
観
的
基
礎
、
畑
一
認
識
論
的
基
礎
、
に
わ
た
っ
て
彼
の
見
解
を
整
理
し
つ

〉
、
こ
れ
が
吟
味
を
な
す
で
あ
ら
う
。
但
し
第
三
の
歴
史
観
的
基
礎
に
つ
い
て
は
別
論
に
譲
る
。

一
人
間
制
倒
的
基
礎
ヒ

Y
デ
プ
ラ
ン
ト
の
人
間
観
に
入
る
前
に
、
我
今
は
彼
が
経
糟
一
一
般
を
如
何
に
考
へ
た

か
を
悶
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
彼
は
人
間
の
経
梼
を
「
人
間
枇
舎
が
自
然
力
を
そ
の
生
存
目
的
に
服
せ
し
め
る
所

第
四
十
コ
一
巻

五
九
六

第
四
擁

四
四

の
行
錯
の
会
鯉
」

と
言
ふ
の
み
で
経
掛
の
本
質
規
定
を
な
し
て
ゐ
な
い
。

尤
も
彼
は
岡
民
経
漕
撃
の
課
題
を
規
定

す
る
い
い
皆
川
J

て
カ
粘
を
続
勝
行
偽
の
間
切
に
四
闘
い
て
は
ゐ
る
。
川
知
し
そ
れ
立
踏
済
行
品
加
の
形
式
的
構
池
炉
、
調
い
一
L

そ
の
倫
理
的
側
面
公
論
誼
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
粧
油
開
行
斜
の
本
質
が
何
で
あ
る
か
は
明
か
に
さ
れ
て

ゐ
な
い
。
従
っ
て
粧
祷
生
活
を
文
化
の
世
界
だ
と
い
ふ
も
の
〉
、
そ
れ
が
他
の
文
化
域
か
ら
匝
別

3
れ
る
特
徴
は

述
べ
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
o
彼
が
経
祷
一
般
の
本
質
ぞ
規
定
し
な
か
っ
た
こ
と
は
重
大
な
繰
り
の
原
因
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

と
こ
ろ
で
、
経
掛
行
魚
の
主
盟
た
る
人
聞
は
本
来
利
己
的
で
あ
る
か
、
利
他
的
で
あ
る
か
、
ぞ
れ
と
も
利
己
即

利
他
的
換
言
す
れ
ば
共
同
祉
曾
的
で
あ
る
か
。
こ
れ
に
針
す
る
同
答
は
経
済
皐
者
の
人
間
観
に
よ
っ
て
異
る
。

ヒ

Y

デ
プ
ラ
ン
ト
は
λ

ミ
丸
流
の
利
己
主
義
的
人
間
観
1

1

彼
は
九
ミ
ス
を
さ
う
解
し
た

l
に
反
劃
し
て
、
極
構

行
錯
は
私
的
利
盆
砂
画
庁
、
す
利
己
心
の
み
な
ら
守
、
倫
理
的
な
る
情
意
を
も
そ
の
動
機
と
す
る
左
み
る
。
然
し
彼

は
典
へ
ら
れ
た
人
聞
を
利
己
的
で
も
あ
れ
ば
利
他
的
で
も
め
る
と
み
た
Y

け
で
、
人
聞
は
秒
丙
]
砂
朴
ム
ザ
貯
換
言
す

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
ば
共
同
牡
舎
的
に
な
り
得
る
も
の
な
さ
れ
得
る
も
の
と
は
み
な
い
。
彼
は
枇
曾
主
義
を
非
難
し
て
か
う
言
っ
て



ゐ
る
。
「
枇
命
日
主
義
者
還
は
入
上
〈
蹴
倒
し
た
心
理
撃
か
ら
出
費
す
る
、

司
ぐ
し
て
彼
等
は
そ
の
共
同
枇
舎
の
た
め
に

一
切
の
殺
展
の
究
極
目
的
を
そ
の
前
提
と

一
切
の
利
己
主
義
を
剥
ぎ
取
っ
七
人
聞
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

す

ι、
」
と
。
経
漕
生
活
に
於
て
も
現
貨
の
人
聞
が
利
己
的
で
あ
る
と
同
時
に
倫
理
的
利
他
的
で
あ
る
と
み
る
の
は

勿
論
正
し
い
。
然
し
彼
が
人
間
の
利
己
性
が
経
済
制
度
と
相
動
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
制
度
の
費
草
に
よ
っ
て
費
草

、
、
、

さ
れ
得
る
色
の
で
あ
る
左
考
へ
な
い
の
は
、
換
言
す
れ
ば
人
聞
を
貫
践
的
に
観
な
い
の
は
抽
象
的
で
あ
る
。
彼
は

同
じ
く
枇
合
主
義
批
判
に
次
の
如
き
こ
v
ど
を
述
べ
て
ゐ
る
。
利
己
主
義
は
公
益
と
矛
盾
せ
ぬ
限
り
吐
合
に
と
っ
て

有
用
で
あ
っ
て
、
個
人
を
肉
腫
的
精
神
的
に
勤
勉
活
躍
な
ら
し
め
、
以
て
人
類
の
殺
展
を
促
準
す
る
。
然
る
に
「
紙

惜
溜
掛
(
川
巾
加
旧
見
込
山

2
5♂
l
i
i彼
法
一
耽
合
主
義
経
済
を
か
う
呼
ぶ
1

1

に
Mm
℃
は
利
己
主
誌
の
有

ahゆ
る
作
用

は
消
失
し
て
勢
害
だ
け
が
残
る
。
蓋
し
そ
こ
で
は
勢
働
は
な
利
に
よ
っ
て
Y

は
な
く
て
枇
舎
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

享
受
は
私
的
勢
働
に
で
は
な
く
て
祉
曾
的
分
配
に
依
存
す
る
。

rか
ら
そ
こ
で
は
出
来
る
だ
け
多
く
の
勢
働
に
よ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

っ
て
出
来
る
だ
け
多
〈
の
享
受
を
得
ん
左
す
る
の
で
は
な
く
て
、
出
来
る
だ
け
勢
働
を
免
れ
て
出
来
る
だ
け
多
〈

、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
享
受
を
食
ら
ん
と
す
る
と
い
ふ
形
で
現
は
れ
る
で
め
ら
う
。
従
っ
て
ぞ
こ
で
は
利
己
主
義
が
枇
舎
を
破
滅
せ
し

め
る
、
と
述
べ
て
彼
は
世
命
同
主
義
的
組
横
計
量
の
賃
行
を
批
判
し
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
く
彼
は
人
聞
の
利
己
性
が

経
持
制
度
主
相
卦
的
で
あ
り
、
制
度
の
韓
草
と
教
育
と
に
よ
っ
て
饗
草
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
と
は
考
へ
な
い
。

そ
こ
に
我
々
は
ス
ミ
ス
皐
振
に
向
ふ
や
敢
然
と
し
て
人
聞
の
倫
理
性
を
強
調
す
る
が
、
祉
合
主
義
者
を
み
る
や
平

然
と
し
て
人
聞
の
利
己
性
を
説
教
す
る
彼
の
表
裏
を
み
る
。
そ
の
際
彼
の
言
語
を
一
貫
せ
る
は
僅
か
に
意
士
山
行
矯

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
闘
民
経
済
事
由
課
題

第

凶

十

三

巻

五
九
七

川
市
問
挽

一
四
五

Na.tionalυkonomie der Gegenw:ut l1I1cl日比unft，ι48. 
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ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
岡
民
経
済
撃
の
課
題

第
四
十
三
巻

五
九
八

第
四
肢

一
四
六

の
倫
理
性
と
い
ふ
思
想
で
あ
る
。
却
も
、
極
端
桝
行
震
は
意
志
行
翁
で
あ
る
、
従
っ
て
経
掛
行
矯
の
動
機
化
ー
る
利
己

心
も
意
識
に
媒
介
3
れ
る
、
ぞ
れ
故
経
掛
行
矯
沙
門
倫
理
的
で
め
?
と

S
れ
る
。
き
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
披
は
利

己
主
義
の
撃
害
を
個
人
の
責
任
に
障
し
、
枇
合
同
問
題
を
主
観
道
徳
の
問
題
に
還
元
す
る
。

か
う
み
て
く
れ
ば
、
人
は
被
の
人
間
親
が
歴
史
的
制
約
伝
う
け
て
市
民
枇
舎
の
そ
れ
を
一
歩
も
出
て
ゐ
な
い
こ

と
な
知
，
o
?
め
ら
う
。
尤
も
個
人
の
利
己
心
に
よ
る
圃
民
経
漕
の
後
展
が
営
時
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
理
解

3
h引
う
る
じ

ν
で
も
り
と
の

:
E
は
特
に
般
の
私
布
対
岸
一
概
含
み
る
こ
と
に
よ
っ
げ
一
階
明
か
(
な
る
で
あ
ら
う
。

叉
彼
が
経
済
生
活
に
於
て
利
己
主
義
を
重
親
す
る
の
は
個
性
掌
重
の
思
想
に
も
謀
〈
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
彼
の

枇
A
W
H

観
を
吟
味
す
る
際
に
述
べ
よ
う
。

二
枇
A
W
H

観

的

基

礎

次

に

ヒ

Y
Jプ
プ
ラ
ン
ト
の
謂
ふ
園
民
経
済
と
は
何
で
あ
る
か
。
ぞ
の
際
先
づ
明
か
に
虫
、

る
べ
き
は
園
民
の
規
定
で
あ
る
。
然
し
披
は
入
聞
が
園
民
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
め
る
こ
と
を
強
調
し
h
h
y

け

で
園
民
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
之
を
明
か
に
し
て
ゐ
な
い
。
け
れ
ど
も
我
々
は
諸
瞳
系
批
判
か
ら
突
の
こ
左

だ
け
は
知
り
特
る
。
却
も
彼
は
ス
ミ
ス
皐
振
の
原
子
論
的
困
民
観
に
反
劃
し
て
ミ
ュ

1
フ
!
の
倫
理
的
世
曾
観
に

同
意
す
る
、
然
し
後
者
は
前
者
の
ア
ン
ア
ィ
ア

1
ぜ
た
る
園
家
主
義
に
堕
し
た
と
考
へ
て
、
彼
は
個
性
を
曾
重
し

岡
氏
に
於
て
個
人
と
園
家
と
の
何
れ
に
も
偏
す
る
こ
と
な
く
園
家
的
に
統
一
さ
れ
た
る
自
由
な
る
諸
個
人
を
考
へ

る
も
の
-E

如
〈
で
あ
る
。
所
で
園
民
は
自
然
的
保
件
・
民
族
・
文
化
的
歴
史
的
援
展
等
の
相
違
に
基
く
閤
民
性
を
も

つ
が
、

ス
ミ
ス
皐
振
は
こ
れ
を
無
視
し
て
高
民
主
義
に
臨
し
七
、
こ
の
寓
民
主
義
は
枇
合
主
義
に
於
て
最
も
徹
底



し
た
と
言
っ
て
、
彼
は
岡
民
性
殊
に
膝
史
的
殺
展
の
相
遣
を
強
調
す
る
。
こ
れ
ら
の
黙
に
於
て
彼
の
立
場
は
確
か

に
勘
一
昨
LP4r
で
あ
る
。
然
し
彼
が
園
民
一
枇
舎
を
有
機
瞳
と
み
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
又
一
位
一
か
園
民
内
部
に
於
げ
る

階
級
卦
立
を
知
っ
て
祉
舎
問
題
に
閲
心
を
寄
せ
な
が
ら
、
園
民
に
つ
い
て
云
々
す
る
場
合
そ
れ
を
会

t
無
視
し
て

、
、
、

ゐ
る
の
は
貨
に
市
民
的
悶
民
主
義
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
は
し
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
岡
氏
経
掛
・
岡
氏
経
済
皐
の

規
定
を
吟
味
す
る
に
蛍
っ
て
明
か
に
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

ヒ

y
d
T
プ
ラ
ン
ド
は
大
腫
右
の
如
き
岡
民
離
に
立
っ
て
「
岡
民
生
活
の
経
済
的
側
面
」
或
は
「
盤
樺
的
岡
民
生
活
し

を
圃
民
経
樺
と
考
へ
る
。
而
し
て
園
民
腫
簡
は
言
語
・
文
庫
T

・
法
律
・
婆
術
等
と
同
じ
く
-
の
文
化
域
L
」
さ
れ
る
。
然

ノ主

ι
霊
峰
・

1
Lト

Z
T月
内

w

ナ
ル
ド
羽
毛
一
目
元
年

j
f
う"品川
J

ヒ
ヒ
正
副
う
五
4
p
p
月
決
ノ
ゴ
コ
ょ
‘

'
J
u
士

T4

1
・、a
U
4ル
£

t
Bじ
「
ノ
年
ミ
台
目
J
1
Z
I
4
寸

E
p
t
ι
ψ
阜
、
自
〈
ベ
〆
U
L
R
L
「2
4
1
L
H
1
〈
f
u
u
F
Z
L
1
z
日
J際

um--tザ
一

d
t
J
L
1
L
I
C
十
自
己

に
述
べ
た
如
〈
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
は
園
民
経
済
に
於
て
も
他
の
文
化
域
に
於
け
る
と
同
じ
く
個
人
の
白
由
活
動
・

而
も
利
己
主
義
に
基
〈
自
由
活
動
を
承
認
す
る
。
そ
れ
故
所
謂
園
民
経
済
は
市
民
的
園
民
経
梼
帥
ち
資
本
主
義
経

済
で
あ
っ
て
、
園
民
共
同
経
済
1
i
a
彼
は
そ
れ
ぞ

p
g
B
Z一
号
岳
山
岸
一
切

O
N
E
-号
n
E
P
L」
呼
ぶ
ー
ー
で
は
な

い
c

彼
は
市
民
的
園
民
経
酒
に
於
て
潜
勢
的
に
生
成
す
る
闘
民
共
問
題
慣
の
面
を
注
目
し
た
の
で
も
な
〈
、
況
ん

や
そ
れ
を
自
費
的
に
貫
現
せ
ん
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
市
民
的
囲
民
経
済
を
讃
美
し
て
ゐ
る
。
こ
の
こ

と
は
市
民
的
閤
民
経
済
の
基
礎
に
る
な
有
財
産
に
劃
す
る
見
解
を
み
れ
ば
明
か
で
あ
る
。

彼
が
在
有
財
産
に
闘
し
て
言
ふ
所
は
凡
そ
か
う
で
あ
る

.0私有
財
産
は
人
類
の
貧
困
・
墜
落
・
不
平
等
の
源
泉
だ

と
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
私
有
財
産
以
前
に
於
て
は
貧
困
・
野
盤
が
人
類
一
一
般
の
肢
態
で
あ
っ
て
、
私
有
財
産
制
の

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
闘
民
経
済
事
的
課
題

第
四
十
三
巻

五
九
九

第
四
銃

四
-l:; 



ヒ
ル
一
ナ
ウ
ラ
ン
卜
に
於
け
る
剛
氏
絞
済
壊
の
課
題

第
四
十
一
一
一
谷

第
四
蹴

匹l
八三

穴

0
0

採
用
に
よ
っ
て
、
警
へ
そ
の
目
標
は
未
だ
到
達
さ
れ
な
い
に
し
て
も
、
人
類
文
化
は
初
め
て
後
展
し
た
の
で
ゐ
る
。

そ
れ
は
E通

語

同

同 Y
じ人
?間
7 精

草壁
0) 展
芳主 σ") 

り有
(::. 7.1 
.;r.;， ~官・

F i長
守本ド
、 -r手
な・あ
Q て〉

でて
rv、、
ら
ワ そ
れ
が
な
け
れ
ば
枇
舎
は
個
人
的
多
麓
性
・

だ
か
ら
財
産
の
不
平
等
を
難
じ
て
そ

文
化
・
後
展
な
〈
、

の
平
等
化
合
要
求
す
る
者
は
、
歴
史
的
殺
展
を
轄
倒
し
、
人
類
が
会
議
展
を
か
付
て
努
力
し
て
一
家
た
所
の
課
題
eg

抽
象
理
論
に
よ
っ
て
解
決
ぜ
ん
と
努
力
す
る
者
で
あ
る
。
加
之
、
極
半
の
剛
氏
的
財
産
形
能
川
営
通
じ
て
文
化
げ
か
殺

帰
国
す
£
ー
と
共
ド
所
有
胤
係

ω好
都
合
に
h
h
H
d
L
3

、
有
産
階
級
い
か
無
産
階
級
に
到
し
て
盆
冷
増
加
し
、

無
産
階
級
が
減

少
し
た
こ
と
は
歴
史
の
示
す
所
で
あ
る
。
勿
論
な
有
財
産
濫
用
の
弊
も
あ
る
、
然
し
そ
れ
が
濫
用
さ
れ
る
か
ら
と

い
っ
て
、
そ
の
倫
理
的
意
義
や
祉
合
的
必
要
は
否
定
さ
れ
得
な
い
。
而
し
て
教
養
・
道
徳
が
進
歩
す
る
と
共
に
、
私

ザ
マ
イ
ン
グ

l
y

有
財
産
は
精
神
的
誌
に
倫
理
一
的
完
成
の
た
め
に
所
有
者
に
委
托
さ
れ
た
る
共
同
財
産
の
一
部
で
あ
る
と
自
費
さ

れ
、
共
同
躍
の
倫
理
的
目
的
に
盆
A
V

一
致
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
、

't
述
べ
て
ゐ
る
。
更
に
ヒ

Y
デ
プ
ラ
ン
ト
は

私
有
財
産
と
並
ん
で
市
民
的
闘
民
経
漕
の
支
柱
た
る
商
業
及
び
貨
幣
の
攻
撃
に
劃
し
て
も
同
様
の
仕
方
で
韓
謹
し

て
ゐ

A
o
-
-惟
ふ
に
私
有
財
産
制
と
共
に
枇
合
的
生
産
力
が
殺
展
し
て
来
た
こ
と
、
及
び
か
く
し
て
礎
展
し
て

来
た
生
産
力
が
輝
し
い
人
類
文
化
の
基
礎
と
な
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
否
定
す
ペ
き
も
な
き
事
買
で
ゐ
る
。
そ
し
て

市
民
的
岡
目
的
経
梼
の
成
立
期
、
殊
に
営
時
の
ド
イ
ヅ
に
於
て
は
、
近
代
的
な
る
私
有
財
産
制
を
制
定
し
て
岡
民

生
産
力
の
援
展
を
園
る
こ
と
が
念
務
で
あ
り
、
且
つ
私
有
財
産
制
と
岡
民
生
産
力
否
一
般
に
困
民
的
生
命
と
の
矛

盾
が
痛
切
に
志
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
尤
も
で
あ
っ
た
。
而
も
そ
れ
だ
け
に
彼
の
立
場
は
市
民
的
岡
民
経
糟
の
そ

's) Jhide町】叫1
'$1 Jh口ipem，?. 46-48 



れ
を
一
歩
も
出
て
ゐ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
私
有
財
産
に
於
け
る
共
同
財
産
の
側
面
は
例
人
が
倫
理
的
に
自
覚

す
べ
き
・
も
の
で
め
っ
て
、
枇
命
日
的
に
立
現
さ
る
べ
き
も
の
だ
と
は
考
へ
な
い
の
で
あ
る
。

l
l
l
故
に
一
般
仁
現
貸

の
個
人
主
義
経
掛
を
否
定
し
て
共
同
粧
品
開
を
貰
現
ぜ
ん
と
す
る
立
場
に
到
し
て
次
の
椋
に
す
ロ
ふ
o
「
人
類
の
全
文
明

は
諸
ι
干
の
個
性
(
「
=
正
之
(
一

E
一一

z
zる
か
ら
起
る
」
。
然
る
に
共
同
経
神
は
そ
れ
を
否
定
す
る
。
第
一
に
そ
れ
は
耳

人
の
想
像
的
利
益
の
た
珍
に
各
個
人
小
一
利
盆
を
犠
牲
に
す
る
c

第
二
に
個
性
¢
設
展
は
外
的
刺
戟
を
必
要
と
し
墜

史
的
環
境
に
制
約
き
れ
る
が
、
共
同
経
済
は
そ
れ
を
機
械
的
に
一
様
化
し
、
諸
個
人
の
文
化
創
造
力
を
表
頑
ぜ
し

め
る
。
第
三
に
枇
舎
の
文
化
は
多
彩
な
る
個
性
の
稜
展
に
存
す
る
、
然
る
に
共
同
経
済
は
精
神
的
単
調
を
脅
し
、

個
性
は
消
火
し
七
珂
人
は
川
一
の
型
合
代
表
す
め
に
泌
ゲ
げ
な
く
な
る
コ

破
壊
す
る
で
あ
ら
う
c

か
く
で
耐
件
主
義
げ
い
」
叫
山
人
却
し
弘
化
か
}

だ
か
ら
、
「
枇
命
日
主
義
は
人
間
文
明
の
慕
一
場
で
め
る
、
」
と
。
前
述
の
如
く
彼
は
経
持
生
活

の
本
質
規
定
を
な
さ
な
か
っ
た
が
、
我
今
は
こ
の
艦
持
生
活
と
一
一
般
文
化
生
活
と
の
無
差
別
化
が
こ
う
枇
合
主
義

批
判
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
の
を
み
る
。
却
ち
彼
は
枇
合
主
義
い
か
一
切
の
文
化
生
活
を
も
粧
樺
生
活
と
同
じ
〈
統
制

す
る
か
の
如

t
誤
解
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
と
も
か
く
も
そ
こ
-
い
見
ら
れ
ろ
彼

ω立
場
は
他
く
ま
で
も
市

民
枇
舎
の
そ
れ
で
あ
る
c

現
に
彼
は
或
佃
所
に
自
己
の
立
場
含
は
っ
き

h
述
べ
て
ゐ
る
。

「
現
在
の
貨
践
的
経
持

問
題
に
閲
し
て
私
は
公
然
と
一
言
明
す
る
、
私
は
私
の
会
科
撃
的
確
信
を
以
て
フ
ラ
ン
ス
的
の
中
央
集
棋
と
岡
家
子

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

捗
の
決
定
的
反
針
者
で
あ
る
と
、
そ
し
て
ド
イ
ヅ
に
と
っ
て
私
的
経
掛
情
動
の
領
域
に
於
て
英
闘
の
模
範
に
従
っ

た
岡
民
の
完
杢
な
る
自
由
・
白
治
誌
に
自
己
責
任
を
岡
民
の
艦
稗
的
政
に
倫
理
的
繁
楽
の
根
本
懐
件
で
あ
る
と
み

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
凶
民
総
済
撃
の
課
題

第
四
十
一
一
一
谷
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ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
刷
民
経
済
皐
の
課
題

第
四
十
三
を

ノ、

O 

第
四
競

五

O 

る
L
L
o
こ
〉
で
は
彼
は
徹
底
ぜ
る
個
人
的
自
由
主
義
者
で
あ
る
。
要
す
る
に
彼
は
市
民
的
闘
民
経
済
が
潜
勢
的
に

岐
に
岡
民
共
同
的
で
J

の
り
岡
民
的
実
践
が
そ
れ
を
頴
勢
的
に
宣
明
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
洞
察
し
得
な
か
っ
た
の

で
J

の
る
。

、

、

、

、

、

向
ヒ

Y
J
ア
プ
ラ
ン
ト
は
闘
民
経
済
の
上
に
世
界
或
は
人
類
経
済
雪
認
め
る
も
の
〉
如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
問
題
と
す
べ
き
こ
と
は
何
も
述
べ
て
ゐ
な
い
。

日
〈
閣
同
町
続
棉
刊
の

wm
史
的
規
山
正
に
つ
い

C
は、

成
立
剖
去
一
宮
市
昨

D
お
刷
芝
町
戸
、
κ
λ
沼
町
な
る
も
ηソ
作

L
Z
I
，、
f

司

F
L

i
l
J
A
j
(
一

F
E
y
l
i
↑ノノ

J
1
3
1
i
(
-
l
u
J
F
!

史
的
相
劃
的
で
あ
る
と
考
へ
る
。
そ
の
貼
彼
は
枇
曾
主
義
者
や
プ

y
l
ド
ン
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
ゐ
る
。
就

中
彼
は
営
時
の
市
民
的
園
民
鰹
糟
帥
ち
資
本
主
義
経
糟
b
4
1
貨
幣
極
論
伺
」
に
於
て
把
握
し
、
ぞ
れ
が
中
世
の
「
自
然

経
梼
」
か
ら
後
展
し
、
将
来
「
信
用
経
樺
」
に
移
行
す
る
も
の
打
と
考
へ
、
周
知
の
如
き
後
展
段
階
設
を
説
く
。
そ

こ
に
は
資
本
主
義
に
謝
す
る
若
干
の
改
軍
的
意
闘
が
見
ら
れ
る
。
黙
し
信
用
組
捕
が
貨
幣
経
捕
の
一
段
階
仁
過
ぎ

ぬ
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
批
判
さ
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
り
、
資
本
主
義
を
費
草
ぜ
ん
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
.
、
.

に
し
て
も
彼
が
過
去
に
封
し
て
の
み
な
ら
や
将
来
に
劃
し
で
も
貨
幣
経
済
が
一
の
段
階
に
過
ぎ
ぬ
と
み
た
の
は
正

し
い
。
元
来
彼
の
接
展
段
階
設
は
彼
の
研
究
の
前
提
で
ゐ
ち
結
論
で
あ
っ
て
、
種
冷
の
問
題
を
も
っ
と
思
は
れ
る

か
ら

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
論
十
る
こ
と
〉
す
る
。

七

(三)
認

論
的
基
礎

以
上
我
々
は
ヒ

Y
デ
プ
ヲ
ン
ト
に
於
げ
る
圃
民
経
済
の
規
定
を
吟
味
し
た
。
次
に
岡
民

Tahrbucher， 11d. 1， 1863. Vorwort. 
Hildebr~nd <v祉曾主義批判はずー抵であzが -li.JY~!事国ì:批判は暖Iltでるるとい
ふ一部D人々の批輿lはー一一例へばCo出:'1， I~I :lne} 一一こ与に苦~mナるのであら
つ。

/j.:Jjo博士、経済史研究、 12瓦以下。
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川一U
掛
串
の
規
定
を
み
よ
う
。
彼
が
園
民
経
済
撃
と
い
ふ
の
は
「
岡
民
生
活
の
経
済
的
側
面
に
闘
す
る
認
識
」
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
閲
し
て
彼
は
重
農
主
義
・
ス
ミ
ス
撃
波
以
来
惇
統
的
な
自
然
科
皐
的
傾
向
ぞ
否
定
す
る
o

印
ち

彼
は
闘
民
笹
神
を
以
て
自
然
界
か
ら
一
世
別
さ
れ
た
道
徳
及
び
文
化
の
世
界
で
あ
る
と
考
へ
、
従
っ
て
岡
民
経
済
皐

は
倫
理
的
科
皐
で
あ
り
文
化
枠
皐
で
あ
っ
て
、
自
然
科
事
で
は
な
い
と
言
ふ
。
こ
れ
は
正
し
い
。
然
し
彼
が
闘
民

経
神
風
ナ
の
自
然
科
準
的
傾
向
と
共
に
そ
の
普
遍
法
則
|
|
そ
れ
を
彼
は
経
済
的
自
然
法
則
と
呼
ぶ
|
|
及
び
ぞ
れ

を
研
究
す
る
そ
の
理
論
的
部
分
|
|
そ
れ
を
彼
は
抽
象
的
準
設
?
と
呼
ぶ
!
ー
を
色
否
定
し
て
了
つ
仁
の
は
説
ち
で

J

の
4
0
0

誤
り
は
先
づ
粧
掛
的
自
然
訟
則
ぞ
否
定
し
て
殺
肢
訟
則
の
み
か
J
認
め
七
輸
に
見
出
3
れ
β

。
殺
は
言
ム
。
人
間

、
、
、
、
、
、
、

の
経
漕
は
、
岡
民
経
樺
色
人
類
鰹
樺
色
、
人
間
精
神
の
創
造
力
と
白
白
と
に
よ
っ
て
法
則
的
に
殺
展
す
る
。
ピ
か

ら
先
づ
個
々
の
岡
民
経
漕
の
、
次
に
人
類
経
漕
の
法
則
的
援
展
過
程
を
研
究
し
、
後
展
法
則
を
求
め
る
こ
と
が
閥

民
経
済
撃
の
課
題
で
あ
っ
て
、

闘
民
経
神
撃
は
時
間
的
に
も
昼
間
的
に
も
不
避
な
る
自
然
法
則
を
研
究
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
、
と
。
か
く
の
知
〈
彼
が
経
済
生
活
の
時
間
的
空
間
的
相
封
佐
を
主
張
し
、
経
済
皐
ぞ
町
田
?
な
る
普
遍

、

、

、

、

、

、

、

、

、

性
の
皐
か
ら
個
性
の
墜
に
高
め
ん
'
と
し
た
の
は
勿
論
正
し
い
。
然
し
惟
ふ
に
、
永
遠
な
る
も
の
な
〈
し
て
殺
展
は

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

あ
り
得
な
い
、
麗
ら
な
い
色
の
が
建
っ
て
現
は
れ
る
所
に
こ
そ
竣
展
が
め
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
結
劃
普
遍
な
る

、、
も
の
が
あ
る
か
ら
こ
そ
相
調
的
個
別
的
な
色
の
に
つ
い
で
云
冷
き
れ
得
る
の
で
あ
る
。

、、

る
永
遠
・
組
卦
・
普
遍
な
る
も
の
は
そ
の
本
質
な
の
で
あ
る
が
、

而
し
て
経
済
生
活
に
於
け

そ
れ
は
後
に
述
べ
る
如
〈
市
民
的
闘
民
経
済
に
於

ヒ
ル
ヂ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
幽
民
経
済
事
白
課
題
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四
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三
省
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ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
園
民
経
済
撃
の
課
題

第
四
十
三
巻

六
O
四

第
四
肢

3i: 

て
は
無
白
血
寛
的
必
然
の
普
遍
法
則
・
と
し
て
現
は
れ
る
。
普
遍
法
則
は
瞳
系
的
な
る
も
の
と
後
展
的
な
る
色
の
邸
ち

所
謂
品
開
展
法
則
と
に
分
れ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
ぞ
れ
密
扱
ふ
の
は
園
民
経
掛
皐
の
理
論
的
部
分
で
め
る
。
而
し
て

理
論
的
部
分
を
基
礎
と
し
て
歴
史
的
部
分
が
可
能
に
な
り
、
後
者
に
於
て
初
め
て
か
の
二
の
普
遍
法
則
営
基
礎
と

、
、
、

し
て
個
性
的
脱
税
反
法
則
が
後
見
さ
れ
得
る
c

所
で
ヒ

Y
デ
プ
ラ
ン
ト
の
諦
ふ
脱
税
展
訟
則
の
町
内
4
2
と
し
て
の
闘
民
経
梼

撃
は
一
際
そ
の
際
史
的
部
分
?
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

き
う
と
す
れ
ぽ
、

普
遍
法
則

t
ぐ
れ
ど
扱
ふ
聞
論
的
部

分
及
び
T

り
の
た
め
心
抽
象
的
山
刀
法
JT
百
定
し
て
夜
間
此
訟
則
公
研
究
J
q

る
際
史
的
郎
R
T
f
け
や
-
部
め
る
L
」
い
ふ
の
は

自
家
撞
着
で
あ
る
。
尤
も
彼
は
接
展
法
則
の
摩
と
し
て
の
園
民
経
済
患
の
課
題
を
解
く
方
法
と
し

τ歴
史
的
方
法

と
娃
ん
で
統
計
的
方
法
を
奉
げ
て
ゐ
る
が
、
然
し
統
計
的
方
法
は
彼
に
よ
れ
ば
普
遍
法
則
を
後
見
す
る
た
め
の
手

段
で
は
な
〈
殺
展
法
則
研
究
の
手
段
で
あ
り
、
そ
の
出
夜
勤
れ
る
確
貸
な
事
責
を
把
握
せ
し
め
る
も
の
に
過
ぎ
な

矛
盾
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
上
連
の
如
〈
理
論
的
部
分
は
静
態
的
瞳
古
来
的
な
構
造
を
研
究
す
る
に
左
ま
ま

る
も
の
で
は
な
く
て
、
後
展
的
構
詑

1
l所
謂
毅
展
法
則
・
後
展
的
典
型
ー
ー
を
も
研
究
す
る
も
の
で
め
り
、
附
し

て
瞳
系
的
就
に
殺
展
的
な
理
論
的
研
究
の
一
上
で
初
め
て
個
性
の
接
展
が
明
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

ヒ

Y
デ
プ

ラ
ン
ト
の
謂
ふ
殺
展
法
則
と
は
殺
展
的
典
型
に
過
ぎ
や
、
個
怯
的
後
展
法
則
で
は
な
い
。

例
へ
ば
白
然
経
漕
・
貨

幣
経
梼
・
信
用
粧
掛
な
る
段
階
的
接
展
は
総
て
の
闘
民
経
済
に
逼
宇
る
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

去
は
Y
ド
イ

ツ
圃
民
経
経
の
個
性
的
後
展
を
み
た
も
の
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
謂
ふ
所
の
竣
展
法
則
は
貫
は
彼
が
否
定
し
た

Die wis同enschnftlicheAufgabe der Statistik， J a1l]"1山 ch.erVI， 1866， S. 1--11. 



所
の
理
論
に
於
け
る
発
展
的
研
究
の
成
果
た
る
自
然
法
則
却
ち
普
遍
法
則
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
そ
し
て
そ
れ

な
ら
ば
、
彼
が
極
力
排
撃
し
た
所
の
ア
ダ
ム
-

A

ミ
ユ
で
き
へ
肢
に
そ
れ
を
「
事
物
の
自
然
的
順
序

z
z
s一c
E
2

0

ご
罫
話
回
し
と
し
て
把
撞
し
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。

l
l尚
彼
炉
問
民
経
掛
皐
の
暦
史
的
部
分
の
上
に
賞
践
的
部
分

を
認
め
ん
と
し
た
の
は
正
し
い
が
、
右
に
み
る
如
き
理
論
的
部
分
の
否
定
L
」
臆
史
的
部
分
の
抽
象
性
と
を
以
て
し

て
は
具
瞳
的
な
る
政
策
論
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

け
れ
ど
も
翻
っ
て
考
ふ
れ
ば
、

巳
グ
J

ア
プ
ラ
ン
ト
が
自
然
法
則
に
於
て
市
民
的
闘
民
経
済
の
矛
盾
・
例
人
的
利

己
主
義
の
弾
事
山
中
f
b
、，
r-
れ
佐
北
川
向
せ
ん
こ
し
た
川
に
は
正
し
い
貼
‘
か
あ
る
c

印
ら
彼
は
州
人
的
利
己
-
七
議
と
岡

民
経
漕
皐
の
自
然
科
翠
崎
傾
向
と
を
必
然
繍
係
に
置
き
、

後
者
を
否
定
す
る
た
め
じ
前
者
を
批
判
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
は
市
民
的
岡
氏
経
済
の
原
理
に
劃
す
る
若
干
の
批
判
的
態
度
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
際
彼
が
従
つ

た
推
論
は
か
う
で
あ
っ
た
。
経
持
行
矯
は
私
的
利
益
を
目
ぎ
す
利
己
心
の
み
な
ら
や
倫
理
的
な
る
情
立
を
も
動
機

一
切
の
経
済
行
筋
は
意
志
行
侍

と
す
る
。
而
し
て
そ
の
動
機
が
利
己
心
で
あ
る
と
公
共
心
で
あ
る
'
と
を
閣
は
や
、

と
し
て
心
理
皐
的
法
則
に
従
っ
て
自
由
で
あ
り
責
任
を
件
ふ
。
だ
か
ら
そ
れ
は
自
然
法
則
に
従
ふ
の
で
は
な
い
と

言
ふ
の
で
あ
っ
た
。
然
し
人
間
の
自
由
意
志
に
基
〈
経
溝
行
魚
と
艦
樺
的
自
然
法
則
と
の
聞
係
に
つ
い
て
は
問
題

成
蒋
個
人
の
利
己
的
な
る
経
済
行
峰
崎
も
自
由
意
志
に
基
〈
も
の
で
め
ら
う
。

、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、

経
漕
行
矯
の
穂
瞳
た
る
闘
民
経
済
は
、
そ
れ
が
市
民
的
で
あ
る
か
ぎ
り
、

公
し
者
間
へ

η
ヨ
"
H
Z
3

f
一
員

f
ノ

L

I

-

-

a

:

〕

》

コ

'刀
J
d一
ヲ

pf

・-

個
人
の
広
志
か
ら
は
潤
立
し
た
も
の
で

あ
る
。
何
故
な
ら
、
市
民
的
園
民
結
構
に
於
て
は
諸
個
人
が
岡
民
経
済
の
機
闘
と
し
て
.
共
同
の
目
的
ぞ
瞳
し
て
そ

ヒ
ル
ヂ
プ
ラ
ン
ト
に
於
げ
る
凶
民
経
湾
事
の
課
題

ハ

0
1
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四
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ヒ
ル
デ
，
プ
ラ
ン
ト
に
於
げ
る
山
間
民
総
済
患
の
課
題

庁
別
凶
十
三
谷

六
O
六

ι回
世

f
L
n
b
 

1

'

日

の
た
め
に
自
費
的
に
活
動
す
る
の
で
は
な
〈
、
各
冷
濁
立
に
利
己
を
追
求
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
却
も
市
氏

、

、

、

的
問
民
経
済
は
闘
民
共
同
経
済
で
は
な
く
、
岡
民
が
縮
瞳
と
し
て
自
受
的
共
同
的
に
経
済
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、

原
子
論
的
一
枇
合
経
済
な
の
で
あ
る
。
勿
論
ぞ
れ
は
杢
韓
卸
ち
岡
家
を
そ
の
前
提
と
し
、
諸
制
人
の
支
配
的
に
は
利

己
的
な
経
済
行
魚
川
炉
競
合
し
て
岡
民
共
同
経
梼
が
結
果
し
ぼ
す
る
。
然
し
そ
の
岡
民
共
同
極
構
は
諸
個
人
の
意
識

か
ら
は
濁
立
し
に
無
自
覚
的
抽
象
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
共
同
経
済
的
な
る
も
の
は
無
自
費
的
必
然
の
経
済
的
自

知
法
則
h
W
刊は北山一日掛
u

出
問
主
」
し
一
(
山
川
口
か
い
坑
徹
寸
め
に
川
地
主
な
い
。

ほ
J
r
E
2
1
且
L
h
J
K、司
HdE巨
1
3
2
f
z
'
d
ノ
ピ
コ

H
l
u
f
i
F
s
q
J
白
j

F
輩、古

vu
ヨ正
1
t
l
k
v
c

自
然
法
則
は
、
個
人
に
と
っ
て
も
閥
家
に
と
っ
て
も
、
そ
の
経
済
行
矯
の
前
提
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
〈
の
場
合
に

は
不
可
解
な
運
命
で
あ
り
、
或
る
場
合
に
は
支
配
し
得
る
傾
向
で
あ
り
得
る
に
し
て
も
、
そ
れ
に
従
ふ
こ
と
に
よ

つ
て
の
み
自
己
の
目
的
が
達
成
主
れ
仰
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
主
は
出
来
な
い
。
然
る
に
市
民
的

岡
氏
艇
捕
併
に
於
て
共
同
的
な
る
も
の
が
自
然
法
則
と
し
て
現
ば
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
無
減
し
て
、
恰
も
岡
民
総
醒

の
意
識
か
ら
具
龍
的
に
共
同
的
な
る
も
の
が
結
果
し
、
そ
れ
に
個
人
の
意
識
が
直
接
闘
奥
す
る
か
の
如
〈
に
み
る

の
は
抽
象
で
あ
る
。
勿
論
既
に
述
べ
た
如
〈
園
民
共
同
幅
一
枇
の
貫
現
が
無
自
覚
的
必
然
に
放
任
さ
れ
て
ゐ
る
所
に

市
民
的
岡
氏
粧
捕
の
矛
盾
が
あ
り
、
そ
れ
を
ヒ

Y
Jプ
プ
ラ
ン
ト
が
自
然
法
則
に
於
て
把
握
し
亡
の
は
正
し
い
。
品
川
…

し
個
人
の
経
済
行
矯
の
意
志
性
・
倫
理
性
等
々
を
云
々
し
て
そ
れ
を
拒
否
す
る
の
は
謀
、
り
で
あ
る
。

さ
う
で
は
な

〈
て
、
経
済
的
自
然
法
則
の
止
揚
は
共
同
的
な
る
も
の
を
自
覚
的
に
具
陸
化
す
る
こ
と
、
は
明
言
す
れ
ば
岡
民
共
同

経
漕
を
賞
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
な
の
で
あ
る
。



要
す
る
に
ヒ

Y
デ
プ
ラ
ン
ト
が
経
済
撃
の
自
然
科
皐
的
傾
向
と
共
に
解
漕
的
自
然
法
則
を
も
否
定
し
て
了
っ
た

馳
に
我
今
は
歴
史
皐
一
蹴
の
傾
向
が
官
ヅ
シ
ャ

1
に
於
け
る
よ
り
も
一
層
徹
底
せ
る
を
み
る
と
同
時
に
又
そ
れ
だ
け

彼
の
立
場
が
抽
象
的
に
な
つ
だ
の
を
み
る
。
叉
粧
漕
理
論
の
無
視
と
誼
ん
で
、
経
漕
生
活
の
倫
理
性
を
強
調
し
枇

舎
改
良
的
立
場
を
示
し
て
ゐ
る
知
に
は
親
歴
史
皐
慌
へ
の
桜
還
が
み
ら
れ
る
Q

J¥ 

、
、
、

以
上
ヒ
w
y

デ
プ
ラ
ン
ト
に
於
げ
る
岡
氏
経
済
阜
の
哲
理
的
基
礎
お
し
吟
味
し
来
つ
で
我
冷
は
ぞ
れ
炉
車
一
兎
市
民
的

附
民
主
義
に
外
な
ら
ぬ
と
言
は
札
一
ぽ
な
ら
ぬ
っ
彼
は
一
方
で
は
正
し
く
色
粧
稗
生
活
に
於

τも
闘
民
的
存
在
と
し

て
の
入
院
・
そ
の
倫
理
川
口
・
聞
民
の
文
化
凹
勝
山
千
闘
記
性
の
併
特
設
{
ぺ
ち
伝
説
号
、
現
庇
の
経
掛
組
織
は
限
史
的
相

、
、
、
、

封
的
な
も
の
で
あ
る
が
故
に
経
糟
撃
は
経
済
生
活
の
不
麺
な
る
も
の
を
で
は
な
く
て
麓
る
も
の
・
薮
展
を
研
究
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
、
園
民
主
義
の
面
を
も
っ
て
ゐ
る
。
然
し
他
方
に
於
て
位
は
人
間
の
利
己
性
を
不
墾
の

原
理
と
し
て
固
執
し
、
自
由
主
義
経
捕
を
保
持
せ
ん
と
す
る
、
而
し
て
そ
の
岡
民
経
済
皐
は
寅
践
皐
と
し
て
確
立

さ
れ
る
に
は
ま
だ
速
い
。
こ
の
勲
被
の
園
民
主
義
は
決
し
て
市
民
主
義
を
出
た
も
の
で
は
な
い
。
に
Y
市
民
的
凶

民
経
済
・
資
本
主
義
経
持
の
前
提
た
る
岡
家
を
白
畳
し
、
岡
家
の
内
で
ぞ
れ
を
毅
展
せ
し
め
、
そ
の
酔
害
が
現
は

れ
る
場
合
に
は
道
徳
意
識
に
訴
へ
で
そ
れ
を
矯
正
し
、
市
民
的
圃
民
経
済
は
何
慮
ま
で
も
之
を
保
持
し
て
そ
の
根

本
的
鐸
草
仁
は
反
劃
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
市
民
的
問
民
極
構
の
成
立
礎
展
2
い
ふ
営
時
の

γ
イ
ツ
の
歴
史
的

段
階
に
は
ま
こ
と
に
ふ
さ
は
し
い
も
の
で
は
あ
っ
た
。
然
し
そ
れ

rけ
に
彼
の
立
場
は
近
代
市
民
枇
舎
の
そ
れ
を

一
歩
も
出
て
は
ゐ
な
い
。
こ
れ
我
々
が
彼
の
立
場
を
そ
の
根
本
に
於
て
市
民
的
岡
民
主
義
と
な
す
所
以
で
あ
る
o

ヒ
ル
ダ
プ
ラ
ン
ト
に
於
け
る
国
民
経
済
事
の
課
題

第
四
十
コ
一
巻

六

O
七
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況
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